
令和 7 年度 外国人留学生後期入学試験 

 

1.学力検査等の内容 

 学力試験（小論文・理科（化学または生物）、日本学生支援機構実施の「日本留学試験の成績」、

口頭試問 

 

2.出題の意図 

【小論文】 

単なる知識の有無ではなく「医薬品を取り巻く社会的課題を理解し、薬学的視点で考察できる

か」を測ろうとした問題である。具体的には、問１では「医薬品の安定供給」という社会全体に

関わる問題をテーマとし、受験生が製薬業界の構造や流通、国際依存リスク、政策課題といっ

た「薬を社会に届ける」という広い観点を持っているかを確認する意図がある。また、問２では

「高齢者のポリファーマシー」という臨床現場で頻出する問題をテーマにし、高齢化社会におけ

る薬学の役割を理解し、患者の QOL や医療費といった社会的背景まで視野に入れられるか

を問うものである。 

ニュースや授業、生活経験などから得た情報を総合して、薬学を学ぶに値する社会的関心や問

題意識を持っているかを把握するとともに、日本語で薬学的テーマを論じる力（読解力・記述

力）の確認。 

 

科目（理科）： 

【生物】：基礎的な知識・読解力等に加え、問題中に示された図や文章を正しく解釈する能力（文

章から図を描けるか）を計る。 

問Ⅰ 

代謝（呼吸）による ATP の産生に関する基礎的な知識と理解度 

問Ⅱ 

生命の成り立ち（感覚器）の内、視覚に関し目の構造、刺激受容器、刺激の伝導に関する基礎的

な知識と理解度や論理的な能力。 

問Ⅲ 

ヒトの臓器の中で、薬物の代謝を担う主な臓器である肝臓と、バセドウ病に関わる甲状腺のホ

ルモンの働きについて出題した。肝臓の解剖学的な知識や、肝臓・甲状腺に関わるホルモンの

理解、 また基碗的な知識に基づいた臨床的推論を評価する問題である。 

問Ⅳ 

ヒトの免疫系に係る基本的な知識に関する問題である。体液性免疫や細胞性免疫の違い、免

疫の多様性を生み出す仕組みなどを問うて、免疫に関する理解力の確認。 

 

 



 

3.合否判定の方法及び基準 

小論文、面接（口頭試問）および日本留学試験成績を総合して合否を判定 

口頭試問では主に以下の点を確認している。 

〇薬学部での学業に向けて基礎学力を有するか 

〇アドミッション・ポリシーに沿った人物であるか 

〇入学意欲・入学後の計画 

〇質問に対して適切な表現で論理的に回答できるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

















Ⅰ

問1 (1)　水 (2)　二酸化炭素 (3)　アデニン (4)　リボース (5)　3 (6)　リン酸

(7)　2 (8)　2 (9)　4 (10)　2 (11)　クエン酸 (12)　2

問2 内膜外からマトリックスへの輸送が増大するもの

マトリックスから内膜外への輸送が増大するもの

問3

問4

Ⅱ

問1
(1)　虹彩 (2)　毛様体 (3)　盲斑 (4)　I (5)　F (6)　D

問2-1）

問2-2）
(ア)　連絡 (イ)　視

問3-1）
暗順応

問3-2）

経路A　解糖系 経路B　クエン酸回路 経路C　電子伝達系

受験番号 氏   名

令和7年度  薬学部　外国人留学生入学試験問題解答用紙　[理科（生物）]

⑥、⑩、⑭、⑮

⑪、⑫、⑭

視物質の名称　ロドプシン 含まれる細胞　桿体細胞

経路A（1つ）　③　 経路B（3つ）　②　⑥　⑦ 経路C（1つ）　⑨

細胞の名称

桿体細胞

特徴

夜間の暗い中でものを見るときに活躍する細胞で、形は判別できるが色を見分けること
はできない。

細胞の名称

錐体細胞

特徴

日中ものを見るときに活躍する細胞で、形や色を見分けることができる。



問3-3）
タンパク質名　　オプシン遊離する物質名　レチナール
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